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〇
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
一
五
五
〇
年
代
前
後
の
制
作
が
想
定
さ
れ
る
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」

（
京
都
・
廬
山
寺
蔵
）
に
つ
い
て
、
そ
の
画
風
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
廬

山
寺
本
と
称
す
）。
廬
山
寺
本
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
住
吉
弘
貫
（
一
七
九
三

―
一
八
六
三
）
に
よ
っ
て
鑑
定
さ
れ
、
絵
師
と
し
て
土
佐
光
信
と
狩
野
元
信
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
本
絵
巻
が
鑑
定
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
狩
野
派
と
土
佐
派
が

協
同
し
た
、
非
常
に
興
味
深
い
作
例
と
な
る
。
廬
山
寺
本
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま

ず
は
問
題
の
所
在
を
述
べ
、
続
い
て
作
品
分
析
を
行
い
、
廬
山
寺
本
の
画
風
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
そ
し
て
、
廬
山
寺
本
が
狩
野
派
絵
巻
に
関
す
る
知
識
を
有
し
た
絵
師
の
手

に
な
る
可
能
性
を
提
示
す
る
。
従
来
、
狩
野
派
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
二
代
狩
野
元
信
の

関
与
作
例
に
関
心
が
集
ま
り
、
次
世
代
以
降
の
絵
巻
制
作
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

か
っ
た
。
廬
山
寺
本
の
検
討
を
通
じ
て
、
狩
野
派
絵
巻
の
図
像
等
が
同
時
代
の
絵
巻
に

ゆ
る
や
か
に
浸
透
し
、
中
世
末
の
絵
巻
の
底
流
を
な
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

人
文
科
学
研
究
　
第
一
六
巻
　
一
―
一
五
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月

京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

土

　

谷

　

真

　

紀

一
　
問
題
の
所
在

　
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の
土
佐
派
、
狩
野
派
を
め
ぐ
る
研
究
は
、

従
来
行
わ
れ
て
き
た
画
風
検
証
の
段
階
か
ら
、
史
料
の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
い
た
活
動

状
況
の
解
明
、
作
品
の
生
成
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
分
析
と
い
っ
た
、

彼
ら
の
活
動
と
作
品
の
社
会
的
な
意
義
を
め
ぐ
る
分
析
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

当
該
時
期
、
画
壇
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、「
絵
所
預
」
と
し
て
後
世
ま
で
そ
の
名
を

馳
せ
た
土
佐
光
信
（
活
躍
期
一
四
六
二
―
一
五
二
〇
）
と
そ
の
子
・
光
茂
（
活
躍
期

一
五
二
二
―
六
九
）、
そ
し
て
、
御
用
絵
師
と
し
て
将
軍
家
の
画
事
に
関
わ
り
な
が
ら

顧
客
層
を
広
げ
た
狩
野
元
信
（
一
四
七
六
？
―
一
五
五
九
）
で
あ
る
。
土
佐
派
に
つ
い

て
は
、
作
品
や
史
料
の
精
査
か
ら
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
作
品
受

容
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
狩
野
派
に
つ
い
て
は
、
所
謂
「
和
漢
統
合
」「
和
漢
兼
帯
」

と
呼
ば
れ
る
、
彼
ら
の
や
ま
と
絵
領
域
へ
の
進
出
に
つ
い
て
の
分
析
が
進
ん
で
い
る
（
1
）

。

末
柄
豊
氏
は
、
狩
野
家
と
絵
所
の
関
係
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
氏
は
、

東
山
御
文
庫
に
伝
存
す
る
消
息
に
お
い
て
、
土
佐
光
茂
を
「
本
の
絵
所
」
と
呼
ぶ
こ
と
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に
注
目
し
、
光
茂
が
本
絵
所
、
元
信
が
新
絵
所
と
し
て
、
一
六
世
紀
半
ば
、
光
茂
、
元

信
の
両
人
が
宮
廷
絵
所
に
在
任
し
た
可
能
性
を
提
起
し
た
（
2
）

。
こ
の
指
摘
は
「
絵
所
預
」

を
め
ぐ
る
従
来
の
理
解
と
、
造
形
面
で
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
を
促
す
。
こ

れ
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
土
佐
派
に
よ
る
「
漢
」
領
域
へ
の
関
わ
り
を
示
す
、
土

佐
光
元
筆
「
紫
式
部
石
山
詣
図
幅
」（
一
五
六
〇
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
つ
い
て
の

詳
細
な
分
析
が
、
片
桐
弥
生
氏
や
メ
リ
ッ
サ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
当
該
時
期
の
「
和
漢
」
を
め
ぐ
る
造
形
と
そ
の
享
受
者
た
ち

の
志
向
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
た
（
3
）

。
さ
ら
に
、
相
澤
正
彦
氏
は
、
元
信
が

土
佐
家
に
対
し
て
配
慮
し
、
と
き
に
光
茂
を
立
て
な
が
ら
協
調
路
線
を
取
っ
て
い
た
可

能
性
を
指
摘
す
る
（
4
）

。

　
上
述
の
ご
と
く
、
土
佐
派
と
狩
野
派
は
対
立
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
画
事
の

受
注
、
さ
ら
に
は
画
風
の
点
に
お
い
て
も
接
近
し
、
適
宜
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
な
形
で

活
動
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
互
い
の
画
風
や
蓄
積
し
て
き
た
図
像

の
獲
得
に
繋
が
り
、
お
そ
ら
く
絵
巻
も
ま
た
そ
の
重
要
な
媒
介
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

絵
巻
と
い
う
画
面
形
式
は
基
本
的
に
や
ま
と
絵
の
絵
師
が
手
が
け
る
も
の
で
、
そ
の
主

軸
は
土
佐
派
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
周
文
や
雪
舟
と
い
っ
た
水
墨
を
基
盤
と
す
る
絵
師

た
ち
は
絵
巻
を
制
作
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
（
5
）

、
一
六
世
紀
初
頭
、
狩
野
派
は
絵
巻
を

手
が
け
始
め
る
。
狩
野
派
に
と
っ
て
、
絵
巻
の
制
作
は
画
域
と
顧
客
層
の
拡
張
を
意
味

し
た
。
小
型
で
あ
り
な
が
ら
も
、
公
的
で
記
念
碑
的
な
性
質
を
持
つ
「
絵
巻
」
に
関
わ

る
こ
と
は
、「
漢
」
の
領
域
を
担
う
他
の
絵
師
た
ち
と
の
差
別
化
に
も
つ
な
が
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
狩
野
元
信
と
そ
の
工
房
に
よ
る
絵
巻
の
制
作
状
況
を
確
認
す
る
。

【
初
期
狩
野
派
絵
巻
　
一
覧
】

一
五
一
三
（
永
正
一
〇
年
） 

鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
（
原
本
欠
）

一
五
一
五
（
永
正
一
二
年
） 

釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
（
京
都
・
清
凉
寺
蔵
）

一
五
二
二
（
大
永
二
年
） 

酒
伝
童
子
絵
巻
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）

 

　
制
作
開
始
（
一
五
三
一
に
完
成
）

一
五
二
七
（
大
永
七
年
） 

九
相
詩
絵
巻
（
大
阪
・
大
念
仏
寺
蔵
）

 

（
こ
の
頃 

酒
飯
論
絵
巻
制
作
か
？
）

一
五
四
七
（
天
文
一
六
年
）
以
降 

二
尊
院
縁
起
絵
巻
（
京
都
・
二
尊
院
蔵
）

一
五
四
〇
年
代
（
天
文
中
期
）
か 

北
野
天
神
縁
起
絵
巻

 

　
　
　（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

 

程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
（
原
本
欠
）

　
右
記
作
例
の
中
で
も
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
や
文
化
庁
所

蔵
「
酒
飯
論
絵
巻
」
は
、
近
世
に
入
る
と
模
本
が
多
数
制
作
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
元
来

絵
巻
作
家
で
は
な
か
っ
た
狩
野
派
が
手
が
け
た
絵
巻
作
例
の
図
像
に
規
範
性
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
6
）

。
狩
野
派
絵
巻
の
中
で
提
示
さ
れ
る
図
像
は
、
近
世
以
降

の
絵
師
た
ち
に
と
っ
て
、
踏
襲
す
べ
き
造
形
語
彙
と
し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い

た
。

　
近
世
の
模
本
数
の
多
さ
に
比
べ
、
元
信
以
降
の
世
代
、
松
栄
や
永
徳
の
活
躍
期
で
あ

る
一
五
五
〇
年
代
か
ら
一
五
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
狩
野
派
に
よ
る
絵
巻
制
作
に
関
す

る
情
報
は
少
な
い
（
7
）

。
土
佐
派
に
お
い
て
も
、
光
茂
の
活
動
は
一
五
六
〇
年
代
ま
で
確
認

さ
れ
る
が
、
光
茂
の
子
・
光
元
の
画
業
や
画
風
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
そ
の
分
析
が

始
ま
っ
た
段
階
で
あ
る
。
元
信
晩
年
期
か
ら
次
世
代
期
に
か
け
て
の
、
狩
野
派
、
土
佐

派
の
絵
巻
制
作
の
動
向
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

一
五
五
〇
年
代
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
絵
巻
を
確
認
す
る
と
、

時
期
は
下
る
が
、
狩
野
光
信
様
式
を
も
つ
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
全
五
巻
、
甲
子
園
学
院

蔵
、
一
五
九
〇
年
か
ら
一
六
〇
〇
年
頃
制
作
か
（
8
）

）、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
作
の
狩

野
宗
秀
筆
「
一
遍
上
人
絵
伝
」（
全
一
〇
巻
、
山
形
・
光
明
寺
蔵
（
9
）

）、
土
佐
派
、
狩
野
派

の
要
素
を
持
つ
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
一
六
〇
六
年
完
成
か
、
全
五
巻
、
山
口
・
毛
利
博
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

物
館
蔵
）
10
（

）
が
現
存
す
る
。

毛
利
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
以
下
、
毛
利
本
と
略
称
）
は
、
近
年

全
図
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
画
風
は
土
佐
派
と
狩
野
派
を
併
せ
持
つ
。
龍
澤
彩
氏
は
、

そ
の
画
風
に
つ
い
て
、
狩
野
派
の
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
土
佐
光
茂
及
び
そ
の
周
辺
の
作

例
と
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
各
帖
の
場
面
描
出
に
土
佐
派

の
粉
本
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
絵
師
に
つ
い
て
は
土

佐
派
に
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
、
制
作
年
代
を
一
七
世
紀
初
頭
と
し
た
。
毛

利
本
は
、
詞
書
の
書
写
が
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
な
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て

高
い
も
の
の
、
絵
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
確
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
）
11
（

。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
期
、
土
佐
派
と
狩
野
派
が
時
に
は
協
同

し
な
が
ら
画
事
を
進
め
る
な
か
で
、
両
派
の
造
形
語
彙
を
知
り
、
絵
巻
を
手
が
け
た
絵

師
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。
名
前
の
わ
か
ら
な
い
絵
師
た
ち
に
よ
る
作
品
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
見
て
い
く
こ
と
で
、
狩
野
派
絵
巻
の
表
現
が
同
時
期
の
絵
巻
に
少
し
ず
つ
浸

透
し
、
元
信
次
世
代
以
降
の
絵
巻
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
廬
山
寺
所
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵

巻
」
の
検
討
で
あ
る
。
廬
山
寺
本
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
一
部
の
絵
が
土
佐
光
茂

筆
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
残
り
の
絵
は
不
明
の
絵
師
に
よ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
改

め
て
細
部
を
検
討
す
る
と
、
狩
野
派
絵
巻
と
の
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
以
下
、
盧
山
寺

本
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
そ
の
画
風
を
再
検
討
し
、
狩
野
派
絵
巻
浸

透
の
一
過
程
を
追
っ
て
み
た
い
。

二
　
廬
山
寺
本
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て

金
山
天
王
寺
は
江
戸
末
期
に
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
名
前
か
ら
も
察
せ
ら
れ

る
通
り
、
聖
徳
太
子
が
そ
の
開
創
に
関
わ
っ
て
い
る
。
現
在
、
二
点
の
縁
起
絵
巻
が
残

さ
れ
、
京
都
・
廬
山
寺
と
茨
城
・
大
覚
寺
に
伝
来
す
る
（
以
下
、
廬
山
寺
本
、
大
覚
寺

本
と
略
称
す
る
）。
両
者
は
内
容
の
一
部
が
共
通
す
る
が
、
各
々
異
な
る
内
容
を
持
つ
。

両
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
【
表
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
廬
山
寺
本
は
、
全
一
巻
、
紙
本
着
色
、
詞
・
絵
と
も
に
十
段
か
ら
な
る
）
12
（

。
主
題
は
、

創
建
の
由
来
と
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
音
像
の
霊
験
譚
で
、
第
一
段
か
ら
第
四
段
ま
で

は
、
聖
徳
太
子
に
よ
る
金
山
天
王
寺
建
立
の
経
緯
、
第
五
・
六
段
は
、
高
倉
院
の
頃
、

尺
阿
と
言
う
僧
が
金
山
天
王
寺
を
再
興
し
た
話
、
第
七
・
八
段
は
金
山
天
王
寺
へ
の
信

仰
に
よ
る
病
気
平
癒
の
霊
験
譚
、
第
九
・
十
段
は
、
金
山
天
王
寺
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て

子
宝
に
恵
ま
れ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。
榊
原
悟
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、
第
一
段
か
ら
第

六
段
ま
で
は
寺
誌
、
第
七
段
か
ら
第
十
段
ま
で
は
霊
験
譚
と
い
う
構
成
で
、
所
謂
縁
起

絵
巻
の
体
裁
を
取
る
）
13
（

。
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
段
： 

十
六
歳
の
聖
徳
太
子
が
守
屋
征
伐
の
際
に
如
意
輪
観
音
へ
祈
願
し
、
征
伐

が
成
就
し
た
暁
に
は
、
唐
土
径
山
、
即
ち
金
山
の
古
寺
を
移
し
て
大
伽
藍

を
建
て
ん
と
誓
願
し
た
。
画
面
に
は
、
太
子
が
大
伽
藍
の
為
の
木
材
を
探

す
為
に
従
者
を
連
れ
て
馬
で
山
へ
入
る
様
子
が
描
か
れ
、
続
い
て
伐
採
し

た
木
材
を
運
び
出
し
、
加
工
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
山
中
で
男
た
ち
が

木
を
切
る
場
面
は
、
小
さ
な
斜
面
の
上
に
人
物
を
配
す
る
特
徴
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

第
二
段
： 

霊
地
を
探
す
太
子
の
も
と
に
山
人
が
現
わ
れ
、
柳
原
の
地
こ
そ
相
応
し
い

と
告
げ
ら
れ
る
。
詞
書
の
内
容
に
従
い
、
画
面
に
は
山
人
の
告
を
聞
く
太

子
の
様
子
が
描
か
れ
る
。

第
三
段
： 

諸
尊
が
太
子
の
前
に
示
現
し
、
こ
の
地
こ
そ
が
霊
地
で
あ
る
と
伝
え
る
。

絵
で
は
諸
尊
が
太
子
の
前
に
雲
に
乗
っ
て
示
現
し
、
角
髪
姿
の
太
子
が
手

を
合
わ
せ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

第
四
段
： 
諸
堂
の
作
事
を
完
成
す
る
に
あ
た
り
、
屋
根
に
葺
く
瓦
を
近
江
国
で
作
る

宣
旨
が
下
さ
れ
た
。
瓦
が
出
来
上
が
る
と
、
烏
が
一
夜
の
内
に
天
王
寺
の
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堂
前
へ
運
ん
だ
。
こ
れ
が
烏
丸
通
り
の
由
来
で
あ
る
。
絵
に
は
、
瓦
を
焼

く
釜
戸
と
、
烏
が
瓦
を
咥
え
て
飛
び
立
ち
、
そ
の
先
に
は
、
完
成
し
た
堂

舎
と
そ
れ
を
見
守
る
太
子
が
描
か
れ
る
。

第
五
段
： 
高
倉
院
の
頃
、
渡
部
某
は
出
家
し
尺
阿
と
名
乗
っ
た
が
、
妄
念
捨
て
が
た

く
、
鞍
馬
寺
に
参
籠
し
た
と
こ
ろ
、
毘
沙
門
天
の
夢
告
を
受
け
た
。
こ
れ

に
従
い
、
尺
阿
は
天
王
寺
本
尊
の
如
意
輪
観
音
像
を
土
中
か
ら
掘
り
起

し
、
寺
を
再
興
し
た
。
絵
の
前
半
に
は
如
意
輪
観
音
像
を
掘
り
起
こ
す
場

面
、
後
半
は
如
意
輪
観
音
像
と
扁
額
を
尺
阿
が
拝
す
る
様
子
が
描
か
れ

る
。

第
六
段
： 

尺
阿
に
よ
る
寺
の
再
興
が
天
聴
に
達
し
、
如
意
輪
観
音
像
を
安
置
す
る
堂

を
建
立
す
る
よ
う
仰
せ
が
あ
り
、
砂
金
千
両
が
下
さ
れ
た
。
ま
た
平
維
盛

は
本
堂
の
西
に
一
宇
を
建
立
し
、
太
子
像
を
安
置
し
た
。
画
面
に
は
、
堂

舎
が
整
備
さ
れ
、
落
慶
供
養
を
行
う
様
子
が
描
か
れ
る
。

第
七
段
・ 

第
八
段
：
井
手
左
衛
門
と
い
う
男
が
、
大
和
国
矢
田
地
蔵
に
詣
で
て
母
の

病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
と
、「
都
の
天
王
寺
の
観
音
に
祈
る
よ
う
に
」
と
の

夢
告
を
受
け
る
。
左
衛
門
は
天
王
寺
に
二
七
日
間
参
籠
し
た
と
こ
ろ
母
の

病
が
治
っ
た
。
第
七
段
の
絵
に
は
老
女
の
手
を
引
く
男
性
の
姿
、
そ
し
て
、

夢
告
を
受
け
て
天
王
寺
へ
向
か
う
左
衛
門
と
思
し
き
人
物
が
描
か
れ
る
。

第
八
段
の
絵
に
は
、
男
性
が
女
性
に
堂
舎
に
つ
い
て
説
明
す
る
様
子
、
前

段
に
も
描
か
れ
る
、
笠
を
手
に
し
た
左
衛
門
の
姿
が
描
か
れ
る
。

第
九
段
・ 

第
十
段
：
河
内
国
平
岡
の
吉
延
が
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
よ
う
天
王
寺
の
如

意
輪
観
音
へ
参
る
と
、
夢
告
に
老
僧
が
現
わ
れ
、
吉
延
の
前
生
が
浦
人
で

あ
っ
た
た
め
殺
生
の
報
い
の
為
に
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
そ
の
後
、
夫
婦
で
天
王
寺
へ
詣
で
て
祈
念
す
る
と
、
瑞
夢
を
得
て

ほ
ど
な
く
男
子
が
生
ま
れ
、
子
孫
は
大
い
に
繁
栄
し
た
。
第
九
段
の
絵
に

は
、
夢
で
老
僧
か
ら
自
ら
の
前
生
を
告
げ
ら
れ
る
吉
延
が
描
か
れ
、
第
十

段
で
は
、
吉
延
の
妻
と
誕
生
し
た
子
を
抱
く
侍
女
が
描
か
れ
る
。
第
十
段

の
絵
に
続
く
奥
書
に
は
、
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
銘

今
上
皇
帝
　
宸
翰

詞
　
　
仍
覚

繪外
題
を
今
上
皇
帝
、
す
な
わ
ち
後
奈
良
天
皇
（
一
四
九
六
―
一
五
五
七
）
が
、
詞
書

を
仍
覚
、
つ
ま
り
三
条
西
公
条
（
一
四
八
七
―
一
五
六
三
）
が
書
写
し
た
こ
と
を
伝
え

る
。
絵
の
担
当
者
部
分
は
空
白
で
あ
る
。
ま
た
奥
書
の
書
写
時
期
は
、
絵
巻
制
作
時
の

も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
住
吉
弘
貫
に
よ
る
極
書
が
附
属
し
、
以
下

の
通
り
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

金
山
天
王
寺
縁
起

御
外
題
　
後
奈
良
院
震マ
マ

筆

詞
書
　
　
三
条
西
殿

絵
　
古
法
眼
元
信
若
年
筆

　
　
内
二
段

　
一
釈
迦
諸
仏
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
処
　

　
一
観
音
の
太
子
の
御
像
掘
出
し
た
ま
ふ
処

　
　
土
佐
刑
部
大
輔
光
信
筆

　
安
政
二
乙
卯
年

　
　
　
　
　
　
七
月
於
洛
陽
　
　
　
住
吉
内
記
弘
貫
　（
印
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
七
月
、
弘
貫
は
京
都
に
お
い
て
廬
山
寺
本
を
鑑
定
し
、
詞
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

書
を
後
奈
良
天
皇
、
詞
書
を
三
条
西
殿
、
絵
は
古
法
眼
元
信
つ
ま
り
、
狩
野
元
信
の
若

年
期
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
絵
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
第
三
段
に
相
当
す

る
「
釈
迦
諸
仏
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
処
」
と
、
第
五
段
の
前
半
部
分
「
観
音
の
太
子
の
御

像
掘
出
し
た
ま
ふ
処
」
を
土
佐
光
信
の
筆
と
す
る
。

　
大
覚
寺
本
は
、
詞
・
絵
八
段
か
ら
成
り
、
縦
二
九
．
五
㎝
、
全
長
九
一
二
．
一
㎝
。

同
主
題
を
扱
い
な
が
ら
も
内
容
構
成
に
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
段
か
ら
第
四
段

ま
で
は
太
子
誕
生
や
太
子
幼
少
期
の
逸
話
が
続
き
、
第
五
段
に
至
っ
て
守
屋
征
伐
の
話

と
な
り
、
絵
に
は
合
戦
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
廬
山
寺
本
で
は
詞
書
で
守
屋
征
伐
に
言

及
す
る
の
み
で
描
か
れ
な
い
。
金
山
天
王
寺
を
建
立
す
る
場
所
を
定
め
る
ま
で
の
逸

話
、
す
な
わ
ち
、
太
子
の
杣
入
り
と
山
人
に
よ
る
案
内
、
諸
尊
の
示
現
は
両
本
に
描
か

れ
る
が
、
廬
山
寺
本
に
お
い
て
は
、
太
子
が
ま
ず
杣
入
り
し
て
材
木
を
探
し
出
し
（
第

一
段
）、
続
い
て
伽
藍
を
建
て
る
場
所
と
し
て
柳
原
を
見
出
す
（
第
二
段
）
流
れ
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
大
覚
寺
本
で
は
、
先
に
柳
原
の
地
に
仮
宮
を
立
て
（
第
六
段
）、

そ
し
て
杣
入
り
す
る
（
第
七
段
）
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
唯
一
の
共
通
点
は
烏
丸
通
の

由
来
譚
（
廬
山
寺
本
第
四
段
、
大
覚
寺
本
第
八
段
）
で
、
両
本
と
も
瓦
を
焼
成
す
る
竈

の
描
写
と
、
烏
が
瓦
を
運
ぶ
様
子
が
描
か
れ
る
。

三
　
先
行
研
究
の
概
況
　

「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
く
、
廬
山
寺
本
と
大
覚
寺

本
を
分
析
し
た
榊
原
悟
氏
の
論
文
と
、
大
覚
寺
本
の
詞
書
を
翻
刻
し
、
全
図
を
掲
載
す

る
渡
辺
信
和
氏
の
論
考
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
）
14
（

。
榊
原
論
文
で
は
、
廃
寺
と
な
っ
た
金

山
天
王
寺
が
当
初
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
は
じ
め
、
廬
山
寺
本
と
大

覚
寺
本
の
画
風
、
外
題
や
詞
書
の
書
風
、
制
作
事
情
等
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
項
を
検

討
し
、
廬
山
寺
本
の
外
題
筆
者
が
後
奈
良
天
皇
で
あ
る
こ
と
、
詞
書
筆
者
が
三
条
西
公

条
で
あ
る
こ
と
、
住
吉
弘
貫
の
極
書
に
お
い
て
「
土
佐
光
信
筆
」
と
さ
れ
た
第
三
段
と

第
五
段
の
前
半
部
分
の
絵
は
土
佐
光
茂
筆
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、

「
元
信
筆
」
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
段
に
つ
い
て
は
、
狩
野
元
信
と
見
な
す
に
は
充
分
な

様
式
的
特
徴
を
備
え
て
お
ら
ず
、「
善
恵
上
人
絵
伝
」（
全
六
巻
、
一
五
三
一
年
、
兵
庫
・

浄
橋
寺
蔵
）
第
三
巻
第
二
段
に
描
か
れ
る
、
広
い
額
を
も
っ
た
丸
顔
の
人
物
表
現
が
近

似
す
る
と
指
摘
し
、
随
所
に
み
ら
れ
る
「
稚
拙
な
」
描
写
、
ぎ
こ
ち
な
い
描
写
は
同
時

代
の
お
伽
草
子
絵
に
通
じ
る
と
す
る
。

廬
山
寺
本
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
三
条
西
公
条
の
活
動
時
期
か
ら
天
文
年
間

（
一
五
三
二
―
一
五
五
五
）
と
推
定
、
さ
ら
に
『
御
湯
殿
上
日
記
』
や
『
言
継
卿
記
』

か
ら
金
山
天
王
寺
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
、
後
奈
良
天
皇
の
周
辺
で
金
山
天
王
寺
と

の
関
わ
り
が
見
出
せ
る
こ
と
）
15
（

、
山
科
言
継
が
金
山
天
王
寺
の
僧
侶
・
舜
智
と
懇
意
に

し
て
お
り
）
16
（

、『
言
継
卿
記
』
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
）
八
月
二
四
日
、
二
五
日
条
に

は
、
言
継
が
金
山
天
王
寺
の
勧
進
帳
を
執
筆
し
、
縁
起
を
書
写
し
た
と
記
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
当
該
時
期
、
絵
巻
制
作
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
と
す
る
。『
言
継
卿
記
』
天

文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
八
月
六
日
条
に
は
、
舜
智
が
後
奈
良
天
皇
の
勅
筆
を
需
め

る
と
あ
り
、
こ
れ
が
現
存
す
る
廬
山
寺
本
の
外
題
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す

る
。
一
連
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
、
一
五
四
〇
年
代
か
ら
一
五
五
〇
年
代
に
「
金
山
天

王
寺
縁
起
絵
巻
」
が
制
作
さ
れ
る
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
廬
山
寺
本
は
天
文
一
九
年

（
一
五
五
〇
）
八
月
前
後
ま
で
に
は
完
成
し
、
大
覚
寺
本
は
奥
書
と
詞
書
を
担
当
し
た

曼
殊
院
門
跡
の
覚
恕
法
親
王
の
活
動
時
期
や
、
奥
書
前
に
添
え
ら
れ
た
第
一
三
代
将
軍

足
利
義
輝
（
一
五
三
六
―
一
五
六
五
）
の
花
押
の
形
や
改
名
の
時
期
な
ど
か
ら
、
天
文

二
三
年
（
一
五
五
四
）
二
月
一
二
日
の
義
輝
改
名
以
降
、
覚
恕
が
准
三
宮
へ
叙
せ
ら
れ

た
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
八
月
二
八
日
ま
で
の
間
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
し
た
。

四
　
画
風
分
析
　

先
行
研
究
に
よ
り
、
廬
山
寺
本
、
大
覚
寺
本
が
一
五
五
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
可
能
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性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
廬
山
寺
本
の
外
題
執
筆
者
・
後
奈
良
天
皇
と
詞
書

筆
者
・
三
条
西
公
条
の
組
み
合
わ
せ
に
注
目
し
よ
う
。
同
様
の
組
合
せ
を
持
つ
の
が
、

一
五
四
〇
年
代
に
狩
野
派
工
房
が
制
作
し
た
「
二
尊
院
縁
起
絵
巻
」（
全
二
巻
、
京
都
・

二
尊
院
蔵
）
で
あ
る
。「
二
尊
院
縁
起
絵
巻
」
は
外
題
を
後
奈
良
天
皇
、
詞
書
を
三
条

西
公
条
が
書
写
し
、
絵
を
狩
野
派
工
房
が
描
い
た
）
17
（

。
こ
の
外
題
筆
者
、
詞
書
筆
者
、
絵

師
の
組
み
合
わ
せ
は
、
弘
貫
の
鑑
定
で
示
さ
れ
た
廬
山
寺
本
の
そ
れ
と
重
な
る
。
こ
の

重
複
は
、
室
町
末
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
状
況
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
そ
こ
で
、

弘
貫
に
よ
っ
て
「
元
信
筆
」
と
鑑
定
さ
れ
た
廬
山
寺
本
の
第
一
、二
、四
、五
の
後
半
部

分
、
六
―
十
段
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
画
風
を
検
討
す
る
（
以
下
、
廬
山
寺
の
第
一
、

二
、四
、五
の
後
半
部
分
、
六
―
十
段
を
絵
師
不
明
段
と
称
す
）。
併
せ
て
、
先
行
研
究

で
土
佐
光
茂
筆
と
さ
れ
た
第
三
段
と
第
五
段
前
半
部
分
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

ま
ず
、
土
佐
光
茂
筆
の
第
三
段
と
第
五
段
前
半
は
、
榊
原
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
通
り
、

土
佐
光
茂
関
与
の
絵
巻
作
例
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」（
滋
賀
・
桑
実
寺
蔵
）
や
「
清
水
寺

縁
起
絵
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
上
巻
第
九
段
お
よ
び
下
巻
第
六
段
、「
長
谷
寺

縁
起
絵
巻
」（
奈
良
・
長
谷
寺
蔵
）、「
當
麻
寺
縁
起
絵
巻
」（
奈
良
・
當
麻
寺
蔵
）「
十
念
寺

縁
起
絵
巻
」（
京
都
・
十
念
寺
蔵
）、「
由
原
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」（
大
分
・
由
原
八
幡
宮
蔵
）

等
に
見
ら
れ
る
個
別
モ
チ
ー
フ
（
人
物
、
樹
木
、
土
坡
、
岩
、
湧
雲
、
霞
な
ど
）
を
踏

襲
し
て
お
り
、
土
佐
派
の
関
与
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
廬
山
寺
本
第
五
段
前
半

は
、
背
景
を
素
地
の
ま
ま
残
す
が
、
こ
の
賦
彩
傾
向
も
「
十
念
寺
縁
起
絵
巻
」「
長
谷
寺

縁
起
絵
巻
」「
由
原
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」
等
と
通
じ
る
。
場
面
構
築
の
方
法
、
詞
書
の
記

述
に
従
っ
た
モ
チ
ー
フ
の
描
き
込
み
等
か
ら
も
、
廬
山
寺
本
第
三
段
と
第
五
段
前
半
は

土
佐
光
茂
筆
と
判
断
さ
れ
る
。

続
い
て
、
絵
師
不
明
段
の
画
風
を
整
理
す
る
。
全
体
に
背
景
描
写
が
少
な
く
、
奥
行

き
へ
の
志
向
が
見
ら
れ
な
い
点
、
樹
木
は
柳
を
描
く
こ
と
が
多
く
、
立
体
感
へ
の
こ
だ

わ
り
を
み
せ
る
描
写
と
点
苔
の
多
さ
が
特
徴
で
あ
る
。
松
は
、
横
方
向
へ
う
ね
う
ね
と

傾
き
な
が
ら
伸
び
る
。
建
物
は
薄
桃
色
に
塗
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
正
面
観
の
強
い
描

写
を
見
せ
、
塀
な
ど
は
歪
ん
で
い
る

【
図
１
】。

人
物
表
現
は
、
画
面
の
縦
寸
に
比

し
て
小
さ
く
描
か
れ
、
猫
背
で
顔
が

前
に
出
る
姿
勢
を
取
る
。
や
や
面
長

な
顔
型
で
、
額
は
丸
く
大
き
い
。
目

に
は
瞳
を
点
じ
、
鼻
は
眉
間
の
間
に

打
ち
込
み
を
入
れ
て
、
鼻
梁
を
伸
ば

し
鼻
の
先
端
と
小
鼻
を
描
く
。
土
坡

に
は
群
青
、
緑
青
、
金
泥
の
代
わ
り

に
黄
土
色
を
用
い
、
室
町
後
期
の
絵

巻
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
濃
彩
に
よ

る
土
坡
の
彩
色
と
通
じ
る
。
霞
は
水

色
で
塗
り
込
め
る
こ
と
は
な
く
、
一
部
を
賦
彩
し
、
画
面
の
端
を
素
地
と
し
、
墨
線
に

よ
る
輪
郭
の
す
ぐ
そ
ば
を
白
線
で
な
ぞ
る
。
場
面
転
換
は
唐
突
で
、
第
九
段
の
夢
中
で

の
吉
延
と
老
僧
の
対
面
と
、
目
覚
め
て
か
ら
吉
延
が
歩
き
出
す
場
面
は
隣
り
合
っ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
異
時
同
図
に
よ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
【
図
２
】。
全
体
的
に
物
語
の

運
び
方
は
挿
絵
的
と
な
り
、
各
段
の
絵
は
、
い
わ
ゆ
る
絵
巻
の
形
態
を
生
か
し
た
左
方

向
へ
展
開
す
る
画
面
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

な
ぜ
弘
貫
は
、
廬
山
寺
本
・
絵
師
不
明
段
を
若
年
の
元
信
筆
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
改
め
て
、
当
該
時
期
の
絵
巻
と
の
比
較
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
こ
の
時
期
の
絵
巻
の
中
で
も
、
奥
書
等
か
ら
制
作
時
期
が
判
明
す
る
作
例
を
中
心

に
、
絵
師
の
画
風
や
所
属
す
る
画
派
、
活
躍
し
た
地
域
等
を
踏
ま
え
て
作
例
を
グ
ル
ー

プ
分
け
し
、
廬
山
寺
本
・
絵
師
不
明
段
と
比
較
検
討
を
行
う
。
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通

り
分
け
る
。
ま
ず
は
、
狩
野
派
絵
巻
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
㋐
元
信
の
個
人
様
式
が

見
ら
れ
る
絵
巻
作
例
、
㋑
狩
野
派
工
房
に
よ
る
絵
巻
作
例
の
グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
。

【図１】廬山寺本第六段
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

そ
し
て
、
㋒
狩
野
派
絵
巻
の
影
響
が

看
守
さ
れ
る
日
蓮
宗
系
の
絵
巻
「
日

蓮
聖
人
註
画
讃
」
諸
本
を
比
較
す
る

作
品
群
と
す
る
。
さ
ら
に
、
狩
野
派

以
外
の
画
風
を
持
つ
作
例
に
注
目
し
、

㋓
土
佐
派
と
は
異
な
る
や
ま
と
絵
系

の
絵
師
が
手
が
け
た
絵
巻
作
例
、
㋔

狩
野
派
と
も
土
佐
派
と
も
異
な
る
活

動
基
盤
を
持
っ
た
南
都
絵
所
絵
師
に

よ
る
作
例
、
㋕
上
述
の
㋐
―
㋔
に
含

む
こ
と
が
出
来
な
い
そ
の
他
の
作
品

群
に
分
け
る
。
㋓
の
作
品
群
は
、
主

に
洛
中
の
寺
社
縁
起
に
関
わ
る
作
例

で
、
い
ず
れ
も
土
佐
派
に
は
属
さ
な

い
絵
師
に
よ
る
や
ま
と
絵
系
の
作
例
で
あ
る
。
㋔
は
、
元
信
の
活
躍
期
に
画
事
を
に

な
っ
た
南
都
絵
所
の
絵
師
ら
に
よ
る
作
例
で
あ
る
。
㋕
は
、
制
作
年
代
は
あ
る
程
度
絞

り
込
め
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
度
合
い
で
土
佐
派
絵
巻
と
狩
野
派
絵
巻
の
要
素
を

持
つ
作
品
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
制
作
年
を
示
す
）。

㋐ 

狩
野
元
信
個
人
様
式
絵
巻
：
元
信
が
直
接
手
が
け
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
。「
釈

迦
堂
縁
起
絵
巻
」（
一
五
一
五
年
）
18
（

）、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
以
下
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
と

略
称
、
一
五
三
一
年
）
19
（

）

㋑ 

狩
野
派
工
房
に
よ
る
絵
巻
：
元
信
の
指
揮
下
に
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
が
、
画
面
は

弟
子
な
ど
の
周
辺
絵
師
が
手
が
け
た
も
の
。
元
信
個
人
が
手
が
け
た
作
例
よ
り

も
、
形
式
化
、
形
骸
化
が
進
む
。「
二
尊
院
縁
起
絵
巻
」（
一
五
四
〇
年
代
）、
文
化

庁
本
「
酒
飯
論
絵
巻
）
20
（

」、
神
奈
川
県
立
博
物
館
本
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」（
神
博

本
と
略
称

）
21
（

）、
大
念
仏
寺
本
「
九
相
詩
絵
巻
」（
一
五
二
七
年
）
22
（

）  

㋒ 

日
蓮
宗
系
絵
巻
：
一
六
世
紀
前
半
期
、
複
数
制
作
さ
れ
た
日
蓮
の
生
涯
を
描
い
た

絵
伝
。
画
面
に
狩
野
派
絵
巻
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
本
圀
寺
本
「
日
蓮
聖
人
註
画

讃
」（
一
五
三
六
年
）
23
（

）、
鏡
忍
寺
本
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
）
24
（

」  

㋓ 

や
ま
と
絵
系
絵
巻
：
一
四
五
三
年
に
掃
部
助
久
信
が
補
巻
し
た
「
慕
帰
絵
詞
」
巻

一
・
七
の
流
れ
を
汲
む
、
や
ま
と
絵
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
土
佐
派
と
は
異
な
る
画

風
を
有
す
る
も
の
。「
慕
帰
絵
詞
」
巻
一
・
七
）
25
（

、「
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
」（
一
四
八
六

年
）
26
（

）、「
真
如
堂
縁
起
絵
巻
」（
一
五
二
四
年
）
27
（

） 

㋔ 

南
都
絵
所
系
絵
巻
：
一
六
世
紀
前
半
期
、
南
都
に
お
い
て
絵
画
制
作
を
担
っ
た
絵

師
に
よ
る
作
例
。「
東
大
寺
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」（
一
五
三
五
年
）、「
東
大
寺
大
仏
縁

起
絵
巻
」（
一
五
三
六
年
）
28
（

） 

㋕ 

そ
の
他
：
㋐
―
㋔
の
作
品
群
に
含
む
こ
と
が
難
し
い
も
の
。
土
佐
派
絵
巻
と
狩

野
派
絵
巻
の
要
素
を
併
せ
持
つ
。
ギ
メ
美
術
館
本
「
大
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
」

（
一
五
三
八
年
）
29
（

）、
永
青
文
庫
本
「
秋
夜
長
物
語
絵
巻
）
30
（

」、
毛
利
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

　
比
較
検
討
の
結
果
、
㋔
の
南
都
絵
所
の
絵
師
に
よ
る
「
東
大
寺
大
仏
縁
起
絵
巻
」
や

「
東
大
寺
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」
と
そ
の
画
風
は
全
く
一
致
し
な
か
っ
た
。
南
都
絵
所
系

絵
巻
は
、
モ
チ
ー
フ
の
描
写
が
丁
寧
で
緻
密
で
あ
る
の
に
対
し
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不

明
段
は
全
体
に
筆
数
が
少
な
い
。
面
貌
表
現
や
樹
木
表
現
も
全
く
異
な
る
。
㋓
の
や
ま

と
絵
系
作
例
に
お
い
て
は
、「
慕
帰
絵
詞
」
巻
七
の
一
、
覚
如
を
は
じ
め
と
し
た
参
詣

人
が
玉
津
島
を
訪
れ
る
場
面
と
廬
山
寺
本
第
六
段
【
図
１
】
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両

者
は
素
地
を
生
か
し
な
が
ら
人
物
や
土
坡
な
ど
に
濃
彩
を
用
い
る
点
は
共
通
す
る
が
、

樹
木
表
現
や
人
物
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
。「
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
も
人
物
や
樹
木
、

建
築
表
現
の
点
に
お
い
て
近
似
す
る
要
素
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
）
31
（

。
掃
部
助
久
国
筆
「
真

如
堂
縁
起
絵
巻
」
と
は
、
霞
の
描
き
方
、
人
物
表
現
と
は
距
離
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
廬
山
寺
本
絵
師
不
明
段
の
画
風
は
㋔
の
南
都
絵
所
系
の
絵
師
と

【図２】廬山寺本第九段
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は
そ
の
基
盤
が
異
な
り
、
ま
た
、
㋓
の
や
ま
と
絵
系
絵
巻
の
画
風
を
踏
襲
す
る
か
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
は
距
離
が
あ
る
。

続
い
て
狩
野
派
系
絵
巻
（
㋐
狩
野
元
信
個
人
様
式
絵
巻
、
㋑
狩
野
派
工
房
に
よ
る
絵

巻
、
㋒
日
蓮
宗
系
絵
巻
）
と
比
較
す
る
。
㋐
と
㋑
の
差
違
は
元
信
本
人
か
工
房
作
か
と

い
う
点
に
あ
る
が
、
㋒
の
日
蓮
宗
系
絵
巻
は
、
狩
野
派
絵
巻
の
諸
要
素
を
取
り
入
れ
つ

つ
も
異
な
る
個
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
者
は
、
㋐
↓
㋑
↓
㋒
の
順
に
狩
野

派
絵
巻
が
浸
透
す
る
段
階
を
示
す
。

㋐
の
狩
野
元
信
個
人
様
式
絵
巻
は
、
そ
の
緻
密
な
表
現
、
歪
み
の
無
い
空
間
表
現
や

構
図
感
覚
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
で
は
元
信
個
人
様
式

絵
巻
に
見
ら
れ
る
、
上
述
の
特
徴
に
加
え
、
濃
彩
で
充
填
す
る
よ
う
な
賦
彩
は
見
ら
れ

ず
、
土
坡
や
岩
な
ど
の
一
部
に
緑
青
、
群
青
、
黄
土
色
（
本
来
な
ら
ば
金
泥
）
を
用
い

る
点
が
唯
一
共
通
す
る
【
図
３
】。
㋐
元
信
個
人
様
式
絵
巻
に
特
有
の
、
画
面
に
お
け

る
明
晰
な
構
図
意
識
（
斜
線
構
図
を
活
用
し
遠
景
と
近
景
を
対
比
的
に
表
す
、
あ
る
い

は
奥
行
き
へ
の
志
向
）
は
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
で
は
い
ず
れ
も
弱
い
。
㋑
狩
野

派
工
房
に
よ
る
絵
巻
と
比
べ
て
み
て
も
や
は
り
、
構
図
の
安
定
性
は
高
く
な
い
。
ま
た
、

㋒
日
蓮
宗
系
の
作
品
群
と
比
べ
て
み
る
と
、
彩
色
の
バ
ラ
ン
ス
や
部
分
的
に
み
ら
れ
る

漢
画
的
な
要
素
は
近
い
と
も
言
え
る
が
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
よ
り
も
は
る
か
に

複
雑
な
場
面
構
成
を
持
ち
、
群
集
描
出
な
ど
が
異
な
る
。

　
で
は
一
体
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
は
、
狩
野
派
絵
巻
な
ら
び
に
そ
れ
に
連
な
る

絵
巻
と
何
が
近
似
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
人
物
の
面
貌
表
現
で
あ
る
。
㋑
狩
野
派
工
房

絵
巻
の
中
で
も
、
神
博
本
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
男
性
の
横
顔
【
図
４
】

は
、
や
や
面
長
な
顔
型
に
、
顎
を
片
仮
名
の
「
レ
」
の
字
形
で
象
る
も
の
で
、
丸
み
を

持
た
せ
た
額
か
ら
は
鼻
頭
ま
で
鼻
梁
線
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
、
鼻
は
高
く
鋭
角
な
形
を

と
る
。
そ
の
す
ぐ
下
に
口
を
描
く
が
、
鼻
と
口
の
距
離
が
近
い
の
が
特
徴
で
、
絵
師
不

明
段
の
男
性
の
横
顔
も
ま
た
、
上
述
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
【
図
５
】。
正

面
向
き
の
面
貌
表
現
に
も
近
似
す
る
要
素
が
あ
り
、
や
や
無
表
情
に
み
え
る
男
性
の
面

貌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
離
れ
た
目
、
上

瞼
の
弧
線
に
沿
っ
て
引
か
れ
る
眉
毛
、

髪
の
毛
の
ほ
つ
れ
に
こ
だ
わ
り
を
見

せ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
【
図
６
】、
形
式

化
、
簡
略
化
は
進
ん
で
は
い
る
も
の

の
、
神
博
本
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」

【
図
７
】
や
永
青
文
庫
本
「
秋
夜
長
物

語
絵
巻
」
の
そ
れ
と
近
似
す
る
。
さ

ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
引
眉
」
の

女
性
の
面
貌
で
【
図
８
】、
文
化
庁
本

「
酒
飯
論
絵
巻
」
の
稚
児
や
、
狩
野
派

工
房
に
よ
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
本

「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」【
図
９
】
に

も
同
工
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
面
長
な
顔
の
上
部
に
特
徴
的
な
楕
円
形
の
眉
が
引
か
れ
、
か
ぎ
型
の

鼻
を
配
す
。
人
物
の
面
貌
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
本
「
酒
飯
論
絵
巻
」
や
神
博
本
「
北

野
天
神
縁
起
絵
巻
」
の
そ
れ
を
さ
ら
に
形
式
的
に
、
あ
る
い
は
表
面
的
に
理
解
し
た
画

風
を
示
す
の
が
、
廬
山
寺
本
と
言
え
る
。
そ
の
他
に
も
、
廬
山
寺
本
第
九
段
、
吉
延
の

夢
中
に
現
わ
れ
る
僧
侶
は
、
そ
の
姿
勢
や
表
情
が
神
博
本
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
巻

四
の
三
に
描
か
れ
る
日
蔵
の
姿
を
踏
ま
え
た
か
の
よ
う
な
描
写
で
あ
る
【
図
10
】【
図

11
】。
　

続
い
て
、
樹
木
表
現
を
確
認
す
る
と
、
廬
山
寺
本
第
一
段
に
描
か
れ
る
、
花
を
つ
け

た
柳
と
思
し
き
樹
木
は
文
化
庁
本
「
酒
飯
論
絵
巻
」
の
柳
と
近
似
す
る
【
図
12
】。
ま
た
、

樹
木
の
根
元
を
露
根
で
表
し
、
そ
の
周
囲
に
影
を
つ
け
、
周
り
に
下
草
を
描
く
表
現
は

【
図
13
】、
合
理
的
な
空
間
描
写
を
行
わ
な
い
廬
山
寺
本
絵
師
不
明
段
に
あ
っ
て
異
質
で 【図３】廬山寺本第一段　杣入り場面
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

あ
り
、
こ
れ
に
近
い
表
現
を
見
せ
る
の
が
サ
ン
ト
リ
ー
本
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
巻
下
の

二
で
あ
る
。
立
体
感
を
意
識
し
、
薄
青
と
墨
を
塗
っ
た
上
に
点
苔
を
付
け
る
表
現
は
、

著
彩
作
例
よ
り
も
む
し
ろ
水
墨
作
例
に
お
け
る
そ
れ
の
形
式
的
理
解
と
も
見
受
け
ら
れ

る
。室

町
後
期
の
主
要
な
絵
巻
を
そ
の
属
性
に
応
じ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
比
較
検
討
し

【図８】　 引眉の女性　廬山寺本第
十段

【図６】 正面向きの顔　廬山寺本
第一段

【図４】 男性の横顔　神奈川県立
歴史博物館本　「北野天神
縁起絵巻」巻五の三

【図９】 引眉の女性　神奈川県立
博物館本　「北野天神縁起
絵巻」巻五の五

【図７】 正面向きの顔　神奈川県
立歴史博物館本　「北野天
神縁起絵巻」巻五の四 【図５】 男性の横顔　廬山寺本第

一段

【図11】 神奈川県立歴史博物館本　「北野天
神縁起絵巻」巻四の三　日蔵 【図10】廬山寺本第九段

【図13】廬山寺本第一段　樹木表現 【図12】廬山寺本第一段　柳
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た
結
果
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
は
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
一
部
の
モ
チ
ー
フ
に
は
、
㋑
狩
野
派
工
房
作
の
絵
巻
に
み
ら
れ
る
図
像
と

近
似
す
る
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
狩
野
派
絵
巻
で
保
持
さ
れ
る
歪
み

の
な
い
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の
前
後
関
係
な
ど
、
画
面
内
空
間
の
合
理
的
な
構
築
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
廬
山
寺
本
の
画
風
は
、
い
ず
れ
の
グ

ル
ー
プ
に
も
、
ま
た
、
ど
の
流
派
に
も
属
さ
な
い
絵
師
の
手
に
な
る
ギ
メ
美
術
館
本

「
大
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
」（
以
下
、
ギ
メ
本
と
略
称
）
の
よ
う
な
、
室
町
絵
巻
の
諸
要

素
を
や
や
表
面
的
に
取
り
込
ん
だ
作
品
で
あ
る
と
見
な
せ
よ
う
。
ギ
メ
本
も
ま
た
、
霞

や
土
坡
に
は
、
狩
野
派
絵
巻
で
見
ら
れ
る
表
現
と
通
じ
る
要
素
が
あ
る
も
の
の
、
人
物

表
現
や
樹
木
な
ど
は
異
な
っ
た
画
風
を
示
す
）
32
（

。
す
な
わ
ち
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段

は
、「
狩
野
派
絵
巻
」
に
見
ら
れ
る
要
素
を
有
し
つ
つ
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
直
接

狩
野
派
に
師
事
し
て
い
な
く
て
も
再
現
可
能
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
画
面
を
描
く
際
の
、
筆
法
や
構
図
と
い
っ
た
絵
師
の
意
識
と
密
接
に
関
わ
る
部
分

で
は
な
く
、
摸
本
を
通
し
て
も
把
握
し
得
る
彩
色
や
モ
チ
ー
フ
の
形
状
な
ど
の
要
素
な

の
で
あ
る
。

五
　
廬
山
寺
本
の
絵
師
像

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
整
理
し
よ
う
。
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
は
、
一
六
世
紀
前
半

に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
の
う
ち
、
元
信
個
人
様
式
の
絵
巻
に
み
ら
れ
る
安
定
し
た
構
図
や

精
緻
な
人
物
表
現
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
工
房
作
の
絵
巻
と
表
現
は
一
部
近
似
す
る
が
、

画
面
全
体
を
支
配
す
る
狩
野
派
絵
巻
特
有
の
楷
書
的
な
画
風
に
も
乏
し
い
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
狩
野
派
絵
巻
の
画
風
を
部
分
的
に
継
承
す
る
日
蓮
宗
系
の

絵
巻
と
も
異
な
る
画
風
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
画
風
を
持
つ

絵
師
と
し
て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
絵
師
層
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

狩
野
派
絵
巻
の
担
い
手
を
、
①
元
信
、
②
元
信
に
近
い
有
力
な
弟
子
、
③
元
信
工
房
、

④
狩
野
派
絵
巻
に
関
す
る
造
形
語
彙
を
持
つ
絵
師
（
流
派
は
不
明
）
と
い
う
よ
う
に
階

層
化
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
廬
山
寺
本
の
絵
師
は
、
④
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
廬
山
寺
本
が
狩
野
派
絵
巻
に
み
ら
れ
る
諸
モ
チ
ー
フ
の
要
素
を
随
所
に
散
り
ば
め

つ
つ
も
、
細
部
表
現
の
点
に
お
い
て
は
、
①
や
②
に
よ
る
絵
巻
ほ
ど
の
緻
密
さ
を
持
た

ず
、
狩
野
派
絵
巻
の
要
素
を
学
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
③
に
相
当
す
る
工
房
絵
師
の
仕

上
が
り
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
④
の
絵
師
の
手
に
な
る
作
品
群
と
し

て
は
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
㋒
日
蓮
宗
系
絵
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
廬
山
寺
本
と
比
べ
、

㋒
の
作
品
群
の
方
が
狩
野
派
絵
巻
に
特
有
の
「
漢
画
」
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
お

そ
ら
く
廬
山
寺
本
の
絵
師
は
、
狩
野
派
絵
巻
に
関
す
る
知
識
、
図
像
に
つ
い
て
の
情
報

を
有
す
る
が
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
御
伽
草
子
絵
を
制
作
す
る
絵
師
ら
と
近
い

環
境
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
上
述
し
た
本
絵
巻
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
背

景
描
写
の
少
な
さ
、
奥
行
き
志
向
の
欠
如
、
正
面
観
の
強
い
建
築
描
写
、
歪
ん
だ
塀
な

ど
の
描
写
、
挿
絵
的
な
画
面
と
い
っ
た
点
が
、
い
ず
れ
も
お
伽
草
子
絵
に
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
狩
野
派
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
い
廬
山
寺
本
の
絵
師
不
明
段
に

つ
い
て
、
住
吉
弘
貫
が
「
絵
　
古
法
眼
元
信
若
年
筆
」
と
い
う
鑑
定
を
し
た
こ
と
も
納

得
が
い
く
）
33
（

。
住
吉
弘
貫
は
、
住
吉
派
の
七
代
目
で
、
通
称
は
内
記
、
は
じ
め
広
定
も
し

く
は
弘
定
と
名
乗
り
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
弘
貫
と
改
名
し
た
。
六
代
・
広
尚

（
一
七
八
一
―
一
八
二
八
）
没
後
、
そ
の
家
督
を
相
続
し
、
幕
府
御
用
を
中
心
に
、
海

外
へ
の
贈
答
用
屏
風
絵
の
制
作
や
席
画
、
古
画
の
模
写
な
ど
に
従
事
し
、
近
年
そ
の
画

業
が
見
直
さ
れ
て
い
る
）
34
（

。

住
吉
派
は
、
絵
巻
を
は
じ
め
と
す
る
古
画
の
模
写
を
多
数
行
い
、
作
品
鑑
定
も
頻

繁
に
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、「
住
吉
家
古
画
留
書
」
等
か
ら
そ
の
様
子
が
知
ら
れ
る
が
、

例
え
ば
、
足
利
義
尚
が
所
持
し
て
い
た
「
狐
草
紙
絵
巻
」（
個
人
蔵
）
の
巻
末
に
は
、
如

慶
と
具
慶
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
住
吉
派
は
如
慶
・
具
慶
の
時
期
か
ら
積
極
的
な
古

典
学
習
を
行
い
、
中
世
絵
巻
の
模
写
も
多
か
っ
た
）
35
（

。
江
戸
後
期
に
は
、
狩
野
派
を
は
じ
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

め
と
す
る
複
数
流
派
と
共
同
で
関
わ
る
画
事
も
多
く
な
り
、
古
典
作
品
の
模
写
も
絵
画

制
作
の
情
報
源
と
し
て
、
流
派
の
垣
根
を
越
え
広
く
行
わ
れ
て
い
た
）
36
（

。
も
ち
ろ
ん
弘
貫

自
身
も
、
古
画
の
模
写
を
通
じ
て
、
土
佐
派
、
住
吉
派
、
琳
派
、
そ
し
て
狩
野
派
や
雪

舟
な
ど
の
主
要
な
絵
師
に
関
す
る
古
画
の
情
報
を
蓄
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
造

形
語
彙
の
ス
ト
ッ
ク
こ
そ
が
御
用
絵
師
と
し
て
の
生
命
線
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
37
（

。

廬
山
寺
本
を
鑑
定
し
た
際
、
弘
貫
は
第
三
段
と
第
五
段
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
、
土

佐
光
信
の
画
風
に
近
い
こ
と
を
容
易
に
見
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
は
相

容
れ
な
い
画
風
を
持
つ
絵
師
不
明
の
段
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
狩
野
派
工
房
絵
巻
と
近

似
す
る
要
素
か
ら
、
狩
野
派
の
手
に
な
る
可
能
性
を
導
き
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
反
対
に
、
弘
貫
自
身
が
狩
野
派
絵
巻
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
有
し
て
い
な
く
と

も
、
流
派
に
蓄
積
さ
れ
た
中
世
絵
巻
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
狩
野
派
で
あ
る
と
推

定
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
狩
野
派
絵
巻
の
な
か
で
も
規
範
性
を

有
し
、
近
世
に
お
い
て
多
数
の
模
本
が
制
作
さ
れ
た
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
と
狩
野
派
系

の
画
風
を
継
承
す
る
「
酒
飯
論
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
弘
貫
が
多
少
な
り
と
も
古
画
鑑
定

な
ど
の
機
会
に
見
知
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
し
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。

ち
な
み
に
住
吉
派
は
五
代
・
広
行
の
と
き
に
「
酒
顛
童
子
絵
巻
」
六
巻
を
制
作
し
、

六
代
・
広
尚
の
と
き
に
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
を
制
作
し
て
い
る
。
後

者
は
い
わ
ゆ
る
伊
吹
山
系
に
属
し
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
本
の
図
像
は
広
く
流
布
し
、
住
吉
派
も
そ
の
図
像
に
関
す
る
情
報
を
得

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。「
酒
飯
論
絵
巻
」
に
つ
い
て
は
、
静
嘉
堂
本
「
酒
飯
論
絵
巻
」

を
収
め
る
箱
の
箱
書
を
住
吉
内
記
が
書
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
の
「
住
吉
内
記
」
は
五

代
広
行
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
弘
貫
は
、
狩
野
派
と
も
作
品
を
合
作
す
る
こ
と
も

あ
り
、
む
し
ろ
狩
野
派
か
ら
直
接
「
酒
飯
論
絵
巻
」
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
も
さ

ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

狩
野
派
絵
巻
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
情
報
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
弘
貫
が
、
や
や

緩
慢
な
描
写
を
見
せ
る
廬
山
寺
本
絵
師
不
明
段
の
画
面
を
見
て
、
狩
野
派
的
要
素
と
そ

れ
以
外
の
要
素
と
の
混
在
に
対
し
て
下
し
た
判
断
は
、「
充
分
に
技
術
が
成
熟
し
て
い

な
い
＝
若
年
期
の
制
作
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
極
書
に
は
、「
古
法

眼
元
信
若
年
筆
」
と
留
保
す
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
画
論
書
に
記
さ
れ
る
狩
野
派
と
土
佐
派
の
婚
姻
関
係
も
弘
貫
の
鑑
定
に
大

き
く
影
響
し
た
に
違
い
な
い
）
38
（

。
二
代
元
信
の
と
き
に
狩
野
派
は
土
佐
派
と
婚
姻
関
係
を

結
ん
だ
と
す
る
伝
承
は
、『
素
川
本
図
絵
宝
鑑
』（
一
六
四
九
年
刊
）
を
は
じ
め
、『
画
稿

譜
略
』、『
丹
青
若
木
集
』、『
画
工
便
覧
』（
一
六
七
三
年
頃
）、『
本
朝
画
史
』（
一
六
九
三

年
刊
）
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
一
九
世
紀
に
編
ま
れ
た
『
狩
野
五
家
譜
』、『
古
画
備

考
』
に
あ
っ
て
も
、
元
信
を
「
土
佐
光
信
聟
」 

と
記
載
す
る
。
住
吉
派
に
よ
る
『
倭
錦
』

に
お
い
て
も
、
土
佐
光
信
の
娘
は
「
元
信
妻
」
と
な
っ
て
お
り
、
廬
山
寺
本
に
土
佐
光

信
と
狩
野
元
信
が
関
わ
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
伝
承
の
面
か
ら
補
強
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

六
　
お
わ
り
に

廬
山
寺
本
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
う
ち
、
住
吉
弘
貫
に
よ
っ
て
「
古
法
眼
元

信
若
年
筆
」
と
鑑
定
さ
れ
た
段
の
画
風
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
廬
山
寺
本
の
絵
師

不
明
段
は
、
一
六
世
紀
半
ば
に
活
躍
し
た
狩
野
派
絵
師
た
ち
の
手
に
な
る
絵
巻
と
直
接

結
び
つ
く
画
風
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
狩
野
派
絵
巻
に
み
ら
れ
る
人
物
表
現
や
彩

色
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
狩
野
派
絵
巻
の
受
容
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
狩
野
派

絵
巻
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
㋒
の
日
蓮
宗
系
絵
巻
な
ど
一
部
の
作
例
に
お
い
て
言
及
さ

れ
る
に
留
ま
っ
て
き
た
が
、
廬
山
寺
本
の
他
に
も
同
様
の
作
例
が
現
存
す
る
。
そ
れ
は
、

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
武
蔵
坊
縁
起
絵
巻
」
や
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
所
蔵
「
大
江
山
絵
巻
」
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
時
代
の
お
伽
草
子
絵
と
も
つ
な
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が
る
要
素
を
有
し
て
お
り
、
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
絵
巻
に
お
け
る
、
雑
食
性
に

富
ん
だ
作
例
と
い
え
る
。
今
後
、
当
該
時
期
の
絵
巻
を
検
討
す
る
上
で
、
狩
野
派
絵
巻

の
受
容
と
い
う
観
点
は
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
廬
山
寺
本
の
土
佐
派
関
与
の
段
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
廬
山
寺
本
の
外
題
や
詞
書
を
清
書
し
た
能
筆
家
は
、
同
時
期
の
絵
巻

制
作
に
関
与
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
重
な
り
、
ま
た
、
第
三
段
と
第
五
段
の
前

半
部
分
の
絵
は
、
土
佐
光
茂
の
画
業
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
大
覚
寺

本
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
と
の
比
較
考
察
を
は
じ
め
、
詞
書
の
分
析
や
金
山
天
王

寺
を
め
ぐ
る
信
仰
史
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
し
、
中
世
末
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作

と
、
狩
野
派
絵
巻
の
図
像
普
及
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

註（1
）
室
町
時
代
の
土
佐
派
、
狩
野
派
、
絵
巻
に
関
す
る
主
な
研
究
は
次
の
通
り
。

 

辻
惟
雄
『
戦
国
時
代
狩
野
派
の
研
究
：
狩
野
元
信
を
中
心
と
し
て
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年

 
 

亀
井
若
菜
『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て
の
美
術
史
│
室
町
将
軍
足
利
義
晴
と

土
佐
光
茂
の
絵
画
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年

 
 

髙
岸
輝
『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年

 

山
本
英
男
『
初
期
狩
野
派
（
日
本
の
美
術
四
八
五
）
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
六
年

 

高
岸
輝
『
室
町
絵
巻
の
魔
力
―
再
生
と
創
造
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年

 

並
木
誠
士
『
絵
画
の
変
（
中
公
新
書
一
九
八
七
）
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年

 
 

髙
岸
輝
「
十
六
世
紀
や
ま
と
絵
様
式
の
転
換
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
一
三
（
五
）
、

二
〇
一
二
年
九
・
一
〇
月

 
 

相
澤
正
彦
「
一
六
世
紀
復
興
画
壇
の
旗
手
―
元
信
と
光
茂
」
島
尾
新
編
『
日
本
美
術
全

集
九
：
水
墨
画
と
や
ま
と
絵
』
小
学
館
、
二
〇
一
四
年

 
 

泉
万
里
「
社
寺
縁
起
と
素
朴
絵
」
泉
武
夫
編
『
日
本
美
術
全
集
一
一
：
信
仰
と
美
術
』

小
学
館
、
二
〇
一
五
年

 
 

髙
岸
輝
「
室
町
土
佐
派
と
縁
起
絵
巻
の
再
生
」『
聚
美
一
九
：
土
佐
派
と
室
町
ル
ネ
サ

ン
ス
』
聚
美
社
、
二
〇
一
六
年
四
月

 

相
澤
正
彦
「
土
佐
派
肖
像
画
に
見
る
型
」
同
右

 
 

並
木
誠
士
『
日
本
絵
画
の
転
換
点
　
酒
飯
論
絵
巻
―
「
絵
巻
」
の
時
代
か
ら
「
風
俗
画
」

の
時
代
へ
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
七
年

 

東
京
国
立
博
物
館
編
『
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
―
絵
師
と
作
品
』
二
〇
一
七
年

 
 

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
『
六
本
木
開
館
一
〇
周
年
記
念
展
―
天
下
を
治
め
た
絵
師
狩
野

元
信
』
二
〇
一
七
年

 

土
谷
真
紀
『
初
期
狩
野
派
絵
巻
の
研
究
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
九
年

（
2
）
末
柄
豊
「
絵
所
の
ゆ
く
え
続
考
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン

タ
ー
通
信
』
三
七
、二
〇
〇
七
年
四
月

（
3
）
片
桐
弥
生
「
「
紫
式
部
石
山
詣
図
」(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

と
『
源
氏
物
語
竟
宴
記
』
」『
静

岡
文
化
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
一
四
、二
〇
一
三
年

 

メ
リ
ッ
サ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
「
「
紫
式
部
石
山
詣
図
幅
」
に
お
け
る
諸
問
題
―
和
と
漢

の
境
に
あ
る
紫
式
部
像
―
」『
國
華
』
一
四
三
四
、二
〇
一
五
年
四
月

（
4
）
前
掲
註
１
の
相
澤
二
〇
一
四
、
相
澤
二
〇
一
六
参
照
。

（
5
）
雪
舟
自
身
に
よ
る
作
例
で
は
な
い
が
、
雪
舟
系
の
画
風
を
持
つ
絵
巻
作
例
と
し
て
、

作
者
不
詳
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」（
山
口
県
・
琴
崎
八
幡
宮
蔵
）
が
現
存
す
る
。
福
島

恒
徳
編
『
室
町
時
代
の
雪
舟
流
』（
展
覧
会
図
録
）
山
口
県
立
美
術
館
発
行
、
一
九
九
三

年
参
照
。
ま
た
、
綿
田
稔
氏
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」

の
絵
師
に
つ
い
て
、
修
復
時
に
得
ら
れ
た
知
見
等
を
元
に
、
上
巻
第
一
段
と
第
二
段
の

絵
師
に
つ
い
て
相
阿
弥
（
？
―
一
五
二
五
）
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。
綿
田
稔
「
後
北

条
本
酒
伝
童
子
絵
巻
試
論
―
相
阿
弥
の
役
割
―
」
奥
平
俊
六
先
生
退
職
記
念
論
文
集
編

集
委
員
会
編
『
畫
下
遊
樂
（
二
）
』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
八
年

（
6
）
並
木
誠
士
「
狩
野
派
の
絵
巻
物
制
作
」『
日
本
美
術
全
集
一
二
』
講
談
社
、
一
九
九
二

年

 

伊
藤
信
博
／
ク
レ
ー
ル
＝
碧
子
・
ブ
リ
ッ
セ
／
増
尾
伸
一
郎
編
『
『
酒
飯
論
絵
巻
』

影
印
と
研
究
―
文
化
庁
本
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
本
と
そ
の
周
辺
』
臨
川
書
店
、

二
〇
一
五
年

 
茶
道
資
料
館
編
『
酒
飯
論
絵
巻
―
よ
う
こ
そ
中
世
日
本
の
宴
の
席
へ
』（
展
覧
会
図
録
）

二
〇
一
八
年

（
7
）
元
信
亡
き
後
、
狩
野
派
を
率
い
た
の
は
、
三
代
・
狩
野
松
栄
（
一
五
一
九
―
九
二
）
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

で
あ
る
。
松
栄
は
、
元
信
の
三
男
で
、
真
名
は
「
直
信
」。
通
称
は
「
源
七
」
と
い
い
、

『
証
如
上
人
日
記
』
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
四
月
十
九
日
条
や
『
御
湯
殿
上
日

記
』
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
七
月
十
六
日
条
に
「
源
七
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
現
存

す
る
作
例
と
し
て
は
、「
仏
涅
槃
図
」（
京
都
・
大
徳
寺
蔵
）
や
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
京

都
国
立
博
物
館
蔵
）
等
が
あ
る
。
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）、
松
栄
は
大
友
宗
麟
に

招
か
れ
九
州
へ
下
向
す
る
が
、
そ
の
途
中
で
厳
島
神
社
に
立
ち
寄
り
、
同
社
の
依
頼
を

受
け
て
、
扁
額
「
源
綱
誅
羅
生
門
鬼
之
図
」
を
制
作
し
翌
年
（
永
禄
十
二
年
）
の
正
月

に
奉
納
し
た
。
こ
の
扁
額
は
明
治
期
に
廃
棄
さ
れ
た
が
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
刊

の
『
厳
島
絵
馬
鑑
』
に
縮
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
永
禄
十
二
年
睦
月
三
日
狩
野
民

部
丞
　
藤
原
直
信
筆
」
の
落
款
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
兼
見
卿
記
』
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
）
十
月
十
八
日
条
に
は
、
吉
田
兼
見
が
、
父
・
吉
田
兼
右
の
病
が
重
く

な
っ
た
た
め
、
狩
野
民
部
す
な
わ
ち
松
栄
に
寿
像
の
制
作
を
依
頼
し
た
こ
と
が
見
え

る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
松
栄
は
「
民
部
」
を
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

　
松
栄
に
よ
る
絵
巻
制
作
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
影
山
純
夫
氏
は
、『
野
坂
文
書
』（
厳

島
神
社
宮
司
野
坂
家
の
文
書
）
の
な
か
に
見
ら
れ
る
「
棚
守
房
顕
絵
縁
起
譲
状
」
に
「
當

社
御
縁
起
上
下
巻
事
、
去
天
文
拾
一
年
比
歟
、
上
州
三
省
與
申
絵
書
任
本
書
書
之
、
其

以
後
中
絶
之
処
、
京
都
狩
野
民
部
丞
下
向
ニ
付
而
、
従
迦
羅
比
笠
山
所
書
次
訖
、
并
理

書
之
事
、
攝
州
之
白
山
書
之
、
當
社
可
為
調
法
者
也
、
息
對
左
近
太
夫
元
綱
與
訖
、
至

子
々
孫
々
可
致
秘
蔵
事
如
件
　
永
禄
十
二
年
己
巳
六
月
十
八
日
　
棚
守
房
顕
」
の
記
述

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
厳
島
神
社
の
縁
起
を
描
く
上
下
二
巻
か
ら
成
る
絵

巻
が
、
天
文
十
一
年
の
頃
、
上
州
の
三
省
と
い
う
絵
師
に
任
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

制
作
が
中
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
、（
永
禄
十
一
年
に
）
下
向
し
て
き
た
松
栄
が
こ
れ
を

描
き
継
ぎ
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
影
山
純
夫
「
研
究
資
料
　
益
田
元
祥
甲
冑

騎
馬
像
に
つ
い
て
」（
『
國
華
』
一
一
一
〇
、一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
8
）
三
宅
秀
和
「
狩
野
光
信
様
式
の
展
開
と
歴
史
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
―

甲
子
園
学
院
所
蔵
源
氏
物
語
絵
巻
を
中
心
に
―
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
別
冊
』

二
六
、二
〇
〇
九
年

（
9
）
最
上
義
光
歴
史
館
編
『
重
要
文
化
財
光
明
寺
本
「
遊
行
上
人
絵
」
』
二
〇
一
三
年

（
10
）
龍
澤
彩
『
絵
巻
で
読
む
源
氏
物
語
―
毛
利
博
物
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
』
三
弥

井
書
店
、
二
〇
一
七
年

（
11
）
筆
者
は
毛
利
本
の
画
風
に
つ
い
て
、
面
貌
表
現
は
狩
野
派
絵
巻
の
な
か
で
も
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
蔵
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
下
巻
に
見
ら
れ
る
女
性
の
面
貌
表
現
と
通
じ
る
部

分
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
狩
野
元
信
と
土
佐
光
信
の
表
現
が
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
状

況
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
12
）
縦
三
五
．
一
×
全
長
七
一
六
．
五
㎝

（
13
）
榊
原
悟
「
二
つ
の
『
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
』
」
大
阪
市
立
美
術
館
監
修
『
聖
徳
太
子

信
仰
の
美
術
』
東
方
出
版
、
一
九
九
六
年

（
14
）
前
掲
註
13
の
榊
原
悟
一
九
九
六

 

渡
辺
信
和
「
大
覚
寺
本
『
金
山
天
王
寺
縁
起
』
影
印
及
び
翻
刻
と
書
誌
」『
同
朋
学
園

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
、一
九
九
〇
年
（
の
ち
渡
辺
信
和
『
聖
徳
太
子
説
話
の

研
究
―
伝
と
絵
伝
と
』
新
典
社
、
二
〇
一
二
年
に
再
録
）

 

川
勝
政
太
郎
「
金
山
天
王
寺
雑
記
」『
史
迹
と
美
術
』
三
―
一
〇
、一
九
三
九
年
一
月
に

は
、
廬
山
寺
本
の
詞
書
が
翻
刻
さ
れ
る
。

 

　
関
連
作
例
と
し
て
、「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
断
簡
」（
五
島
美
術
館
蔵
、
一
六
世
紀

後
半
頃
か
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
廬
山
寺
本
に
も
大
覚
寺
本
に
も
確
認
さ
れ
な
い
、
朱

塗
り
の
堂
舎
と
松
林
か
ら
な
る
境
内
風
景
を
描
く
断
簡
で
あ
る
。
但
し
、
描
か
れ
た
場

所
や
内
容
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
断
簡
は
縦
の
長
さ
が
一
二
．
八
㎝
と
い
う
、

所
謂
小
絵
の
大
き
さ
で
あ
る
。
下
山
來
夏
「
資
料
紹
介
　
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
断
簡
」

『
五
島
美
術
館
研
究
紀
要
』
六
、二
〇
一
八
年
三
月
参
照
。

（
15
）
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
、
後
奈
良
天
皇
は
代
官
参
と
称

し
女
房
た
ち
を
金
山
天
王
寺
へ
派
遣
し
て
い
る
。
榊
原
一
九
九
六
、二
六
六
頁
下
段
参

照
。

（
16
）
舜
智
は
、
仏
陀
寺
の
僧
侶
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
榊
原
一
九
九
六
参
照

（
17
）
制
作
に
は
、
二
尊
院
を
菩
提
寺
と
し
て
い
た
三
条
西
家
の
関
与
が
大
き
い
と
推
定
さ

れ
る
。
前
掲
註
１
の
土
谷
二
〇
一
九
参
照
。

（
18
）
並
木
誠
士
「
釈
迦
堂
縁
起
の
画
面
構
成
に
つ
い
て
―
狩
野
元
信
研
究
―
」『
美
学
』

一
六
九
、一
九
九
二
年
。
前
掲
註
１
も
参
照
。

（
19
）
榊
原
悟
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
を
め
ぐ
っ
て
（
上
・
下
）」『
国

華
』
一
〇
七
六
・
一
〇
七
七
、一
九
八
四
年

 
前
掲
註
２
の
綿
田
二
〇
一
八
も
参
照
。

（
20
）
土
谷
真
紀
「
狩
野
派
に
お
け
る
『
酒
飯
論
絵
巻
』
の
位
相
―
文
化
庁
本
を
中
心
に
」『
ア

ジ
ア
遊
学
』
一
七
二
、二
〇
一
四
年
三
月



― 14 ―

 

土
谷
真
紀
「
『
酒
飯
論
絵
巻
』
を
め
ぐ
る
基
礎
的
検
討
―
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
本
と
の

比
較
を
中
心
に
」
伊
藤
信
博
他
編
『
酒
飯
論
絵
巻
』
影
印
と
研
究
：
文
化
庁
本
・
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
本
と
そ
の
周
辺
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
八
月

 
並
木
誠
士
『
日
本
絵
画
の
転
換
点
　
酒
飯
論
絵
巻
―
「
絵
巻
」
の
時
代
か
ら
「
風
俗
画
」

の
時
代
へ
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
七
年

 

前
掲
註
６
の
茶
道
資
料
館
　
二
〇
一
八

（
21
）
相
澤
正
彦
「
初
期
狩
野
派
の
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
上
）（
下
）」『
神
奈
川
県
立
博
物

館
研
究
報
告
書
：
人
文
科
学
』
二
四
・
二
七
、一
九
九
八
・
二
〇
〇
一
年

（
22
）
相
澤
正
彦
「
室
町
時
代
の
二
つ
の
「
九
相
詩
図
巻
」
―
九
博
本
と
大
念
仏
寺
本
を
め

ぐ
っ
て
」
山
本
聡
美
・
西
川
美
香
編
『
九
相
図
資
料
集
成
：
死
体
の
美
術
と
文
学
』
岩

田
書
院
、
二
〇
〇
九
年

（
23
）
小
松
茂
美
編
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
：
伝
記
・
縁
起
篇
二
　
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
中

央
公
論
社
、
一
九
九
三
年

（
24
）
中
尾
堯
監
修
『
鏡
忍
寺
本
日
蓮
聖
人
註
画
讃
：
日
蓮
宗
本
山
小
松
原
山
鏡
忍
寺
御
宝

蔵
』
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年

（
25
）
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成
四
：
慕
帰
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年

（
26
）
泉
万
里
「
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
と
そ
の
周
辺
」『
仏
教
芸
術
』
二
六
八
、二
〇
〇
三
年

五
月

（
27
）
榊
原
悟
「
『
真
如
堂
縁
起
』
概
説
」『
続
々
絵
巻
物
大
成
：
伝
記
・
縁
起
篇
五
』
中
央

公
論
社
、
一
九
九
六
年

（
28
）
小
松
茂
美
編
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
：
伝
記
・
縁
起
篇
六
　
東
大
寺
大
仏
縁
起
・
二

月
堂
縁
起
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年

（
29
）
綿
田
稔
「
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
　
大
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
：
解
題
」『
美
術
研
究
』

四
一
〇
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。
な
お
、
全
段
の
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

綿
田
稔
他
「
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
　
大
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
：
詞
書
公
刊
な
ら
び

に
影
印
（
上
・
中
・
下
）」『
美
術
研
究
』
四
一
〇
、四
一
一
、四
一
二
、二
〇
一
三
年
九
月
、

二
〇
一
四
年
二
月
、
三
月

（
30
）
大
倉
隆
二
「
永
青
文
庫
蔵
秋
夜
長
物
語
絵
巻
」『
美
術
史
』
一
一
六
、一
九
八
四
年
五
月

（
31
）「
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
巻
五
・
堂
舎
建
立
の
場
面
に
は
、
様
々
な
姿
態
を
取
る
人

物
が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
並
列
的
に
、
互
い
に
あ
ま
り
干
渉
す
る
こ
と
な
く
布
置

さ
れ
て
い
る
点
は
近
似
す
る
。

（
32
）
前
掲
註
29
参
照
。

（
33
）
弘
貫
以
前
に
廬
山
寺
本
に
つ
い
て
記
す
も
の
と
し
て
、
神
竜
院
梵
舜
（
一
五
五
三
―

一
六
三
二
）
の
『
舜
旧
記
』
元
禄
六
年
（
一
六
二
〇
）
一
一
月
二
五
日
条
が
あ
る
。
外

題
を
後
奈
良
天
皇
、
詞
書
を
三
条
西
公
条
と
し
、
絵
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
と
す
る
。

（
34
）
下
原
美
保
『
住
吉
派
研
究
』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
年

（
35
）
下
原
二
〇
一
七
、
第
四
章
ほ
か
参
照
。

（
36
）
下
原
二
〇
一
七
、八
四
―
八
五
頁

（
37
）
下
原
美
保
「
住
吉
派
研
究
史
論
―
江
戸
時
代
の
画
論
書
に
見
る
如
慶
、
具
慶
像
を
中
心

に
」『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
．
人
文
・
社
会
科
学
編
』
五
二
、二
〇
〇
〇
年

（
38
）
狩
野
派
と
土
佐
派
の
婚
姻
関
係
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
、
前
掲
註
１
亀
井

二
〇
〇
三
の
第
一
章
「
室
町
時
代
の
土
佐
派
を
め
ぐ
る
言
説
」
も
参
照
。

﹇
謝
辞
﹈
貴
重
な
御
重
宝
の
調
査
や
図
版
の
掲
載
に
あ
た
り
、
廬
山
寺
な
ら
び
に
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
よ
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
事
業
若
手
研
究
（
Ｂ
）
平
成
二
八
―

三
一
年
度
「
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
お
け
る
絵
巻
作
例
の
基
礎
的
研
究
」（
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
一
六
Ｋ
一
六
七
二
六
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
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京
都
・
廬
山
寺
蔵
「
金
山
天
王
寺
縁
起
絵
巻
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て

【表】廬山寺本「金山天王寺縁起絵巻」・大覚寺本「金山天王寺縁起絵巻」　内容一覧

段 廬山寺本（全10段） 大覚寺本（全８段）

1

十六歳の聖徳太子が、守屋征伐の際に如意輪観
音へ祈願し、征伐が成就した暁には、唐土径山、
即ち金山の古寺を移して大伽藍を建てんと誓願
した。太子は守屋に勝ち、いよいよ伽藍を建て
んとする。山城国愛宕郡へと太子は分け入り、
材木を取った。

金山天王寺の由緒を尋ねれば、聖徳太子が16歳
のとき、物部守屋との戦いに勝利したが、それ
は如意輪観音の力によるものであった。太子は、
唐の金山の古寺を移して寺を建立した。太子は
用明天皇と豊日妃との子である。ある夜、妃の
夢中に金色の僧侶が現われて、胎生の望みがあ
り、しばらく妃の宿ろうと告げる。

2
霊地を探す太子のもとに山人が現われ、柳原の
地こそ相応しいと告げられた。

金色の僧侶は救世観音であった。妃は僧侶が飛
んで妃の口の中に入るところを夢に見た。

3
諸尊が太子の前に示現し、この地こそが霊地で
あることを伝えた。

太子は敏達元年正月１日に誕生した。そのとき、
天道は穏やかにして、亀鶴は澤から出て舞った。

4

諸堂の作事を完成するにあたり、屋根に葺く瓦
を近江国で作る宣旨が下された。瓦が出来上が
ると、烏が一夜の内に天王寺の堂前へ運ぶとい
うことが起こった。これが烏丸通りの由来であ
る。

太子が産湯につかる時、二筋の光明が差して太
子を照らした。太子は目を開けて乳母をにらみ、
乳母は恐れ退いた。
太子は二歳の時の春二月十五日、「南無仏」と唱
えた時、手から七粒の舎利がこぼれ出た。

5

高倉院の頃、渡部某は出家し尺阿と名乗ったが、
妄念捨てがたく、鞍馬寺に参籠したところ、毘
沙門天の夢告を受ける。これに従い、尺阿は天
王寺本尊の如意輪観音像を土中から掘り起し、
寺を再興した。

物部守屋は太子を誹謗し、僧尼を死罪流罪にし、
経巻を燃やしたり、三国伝来の善光寺如来を難
波江に沈めるなど不善ばかりであった。太子は
これを悲しんで、守屋を退治せんとした。兵を
集め戦うと、太子の軍は破れて散り散りになっ
たが、太子は椋の木に隠れて無事であった。太
子は如意輪観音に誓いを立て、再び守屋と戦い、
守屋は矢にあたって亡くなった。

6

尺阿による寺の再興が天聴に達し、如意輪観音
像を安置する堂を建立するよう仰せがあり、砂
金千両が下された。また平維盛は本堂の西に一
宇を建立し、太子像を安置した。

太子は如意輪への立願を果たす為、伽藍をつく
ることとした。山城国愛宕郡柳原というところ
に仮宮を建てたところ、一人の山人が現われ、
「西天では諸々の仏が現われる時、電光十方家を
照らす。その光がここに現じ留まっている」と
告げる。太子が「今伽藍を造立したならば、こ
こが然るべき霊地になる」と言ったところ、忽
然と光明に照らされ、諸尊が現われた。

7

井手左衛門という男が、大和国矢田地蔵に詣で
て母の病気平癒を祈願すると、都の天王寺の観
音に祈るようにとの地蔵の夢告を受けた。

太子はこの時敬礼して「釈迦如来転毫光所上
宮太子浄跡中心」と讃した。そして、境内を
三十六町開いた。後に太子は材木を入手するた
め柳原から深山へ分け入った。

8

井手左衛門は夢告に従い、天王寺に十四日間参
籠したところ、たちどころに母の病が治った。

諸堂の作事が終わりに近づき、瓦のことを曽我
大臣に命じた。近江国へ下知し、瓦を造らせて
運ばせようとしたところ、烏が瓦を咥えて金山
天王寺の堂前まで運んだ。これが、烏丸通りの
由来である。

9

河内国平岡の吉延が、子宝に恵まれるよう天王
寺の如意輪観音へ参ると、夢告に老僧が現われ、
吉延の前生が浦人であったため殺生の報い故に
子宝に恵まれなかったことが判明する。

10
その後、夫婦で天王寺へ詣でて祈念すると、瑞
夢を得てほどなく男子が生まれ、子孫は大いに
繁栄した。


